





　　　　 1 － 1 ．「キネーシス」







































2 ）SørenHolm,Søren Kierkegaards Historiefilosofi,BiancoLunosBogtrykkeri,
København,1952,s.30-47.






















AppraisalofClimacus’TheoryofModalities in the“Interlude””（Yearbook 
2004）,R.ZacharyManis,“JohannesClimacusonComingintoExistence:The
ProblemofModality inKierkegaard’sFragment and Postscript”（Yearbook 
2013）などが挙げられる。
4 ）キリスト教との関連で『哲学的断片』そのものを対象とした研究について


























5 ）アリストテレス，出隆，岩崎允胤（訳）『自然学』，アリストテレス全集第 3 巻，
岩波書店，1968年，191-196頁。なお，アリストテレスについては次の文献も参
照。山本光雄『アリストテレス―自然学・政治学―』，岩波書店，1977年。中畑
正志「アリストテレス」『哲学の歴史　第 1 巻　哲学誕生　古代 1 』，中央公論
新社，2008年，517-639頁。








ろうか。「生成」と訳されるデンマーク語 Tilblivelse は，atblivetil という
動詞の不定形から派生した名詞である。キルケゴールの同時代人である文献
学者モルベッヒ（ChristianMolbech:1783-1857）が編纂した辞書によると，












8 ）ちなみに，Tilblivelse は英訳プリンストン版では Comingintoexistence,独訳
ヒルシュ版では Werden と訳されている。
9 ）Christian Molbech, Dansk Ordbog: indeholdende det danske Sprogs 
Stammeord tilligemed afledede og sammensatte Ord, efter den nuværende 
Sprogbrug forklarede i deres forskiellige Betydninger, og ved Talemaader og 

















































































　（ 6 ）「生成 Bestaaen」と消滅は，運動ではない。


































































































































































章のタイトルは，第 1 章で「思想計画」，第 2 章で「教師，並びに救済者とし
ての神（詩的試論）」，第 3 章で「絶対的逆説（形而上学的な気ままな思いつき）」，
第 4 章で「同時代の弟子の関係」，第 5 章で「間接的な弟子」となっている。
























　「間奏曲」は， 4 つの節と付録から構成されている。第 1 節は「生成」，第








































































































































































的断片』がまとめられた際に，すなわち，1844年 3 月から 5 月の間に使用され
た日誌 JJ が書かれた日付（1842年11月20日-1843年 3 月 1 日）とも近い。なお，『哲
学的断片』の成立史については，SKS K4,181-194を参照。「キリストにおいて
すべては新しい」というメモ書きが残されている事実は特筆に値する。
↘
― 75 ―
キルケゴールにおける「生成」概念について
